
 

 

 

教育委員会会議録（９月定例会） 
 

 

 

日  時       令和５年９月２８日（木） 

           午後１時３０分から午後２時１５分まで 

 

場  所       日立市役所 ３０４・３０５号会議室 

 

出席委員       教育長                 折笠 修平 

           教育長職務代理者            中村 雅利 

           委 員                 上村 由美 

           委 員                 朝日 華子 

           委 員                 小野 智久 

 

委員以外の出席者   教育部長                宮内 雅弘 

           理事                  窪田 康德 

           総務課長                片山  晃 

           総務課課長               高橋美奈子 

           学校施設課長              高瀬  稔 

           学務課長                芳賀 友博 

           学務課課長               酒地 康彦 

           学校再編課長              渡邊 鏡子 

           生涯学習課長              齋藤 広美 

           スポーツ振興課係長           菊池 弘史 

           指導課長                多田 賢一 

           指導課課長               佐川 正城 

           記念図書館長              鈴木 弘嗣 

           郷土博物館長              島﨑 信彦 

           北部学校給食共同調理場長        根田 容子 

           教育研究所長              横山 宏栄 

           子ども施設課長             武藤さとみ 

           総務課庶務係長             塙  智光 

           総務課主幹               澤田 貴子 

           総務課主事               佐藤 友香 

 



 

議  事 

 

 報 告 

 報告第 ９ 号 教育委員会８月定例会の会議録について 

 

 議 案 

議案第４５号 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の

結果に関する報告書の作成について 

議案第４６号 専決処分について（令和５年度教育委員会９月補正予算の提案について） 

 

 その他 

 (1) 令和５年第３回市議会定例会について 

 (2) 令和６年度日立市立幼稚園等の園児募集について 

  



 

会 議 の 概 要 

１  開  会  

教 育 長 ただ今から、教育委員会９月定例会を開会します。 

 

本日は、傍聴希望者はおりません。 

 

  

２  報  告  

報 告 第 ９ 号 教育委員会８月定例会の会議録について 

教 育 長 

 

まず、報告第９号について、御意見等はございませんか。 

 

全 委 員 特にありません。 

 

教 育 長 

 

 

それでは、本件については、承認されました。 

 

 

３  議  案  

議 案 第４５号 教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価の結果に関する報告書の作成について 

教 育 長 

 

 

続いて、議事に移ります。 

議案第４５号について、総務課長から説明をお願いします。 

 

総 務 課 長 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規定に基づき、教育

委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価

の結果に関する報告書を、議会に提出、公表するため、作成するも

のです。 

３人の点検評価委員からの外部評価について、御説明いたしま

す。なお、御意見を頂くに当たりましては、事務局からの内部評価

の説明及び点検評価委員と教育長との意見交換を経ております。 

まずは、「確かな学力の育成」です。点検評価委員から、道徳教

育に関しては、「子どもたちの道徳性を養うため、ＩＣＴ機器の活

用という視点で、授業の在り方の模索を期待する」、その一方、「道

徳の授業は、教師の的確な発問、応答、気配りや賞賛など、人と人

とのコミュニケーションの中で、人間性豊かな子どもを育てる道徳

の在り方ということも大切にしてほしい」、また、外国語指導助手

に関しては、「活用法として、会話の充実をすることにより、伝わ

るという楽しさを学べると、苦手意識も少しは軽減されるのではな

いか」など、御意見を頂きました。 



 

「教育環境の向上」では、学校、地域、家庭との連携について、

「協議や研修会を実施し、理解を深められたこと」には一定の評価

を頂きました。そして「小さなことからでいいので、多くの方を巻

き込む前向きな施策を継続してお願いしたい。現代に合わせた本来

の意味でのＰＴＡの模索を更に進められるよう、支援いただきた

い」などの御意見を頂きました。 

「放課後や休日の活動環境の充実」では、放課後子ども教室の推

進に関して、「１９校で実施し、子どもたちが様々な体験等を行う

機会の拡充を果たせたことは大変喜ばしい」との評価を、また、「ひ

たち大好きパスポート利用増加を目的として、市内公共施設への参

加促進のためのイベント企画など、関係機関との連携強化に努めて

はどうか」との御意見を頂きました。 

「文化財の活用」では、「魅力ある郷土博物館の運営や、本市固

有の文化財の活用等に向けた取組に期待したい。その際に、入場者

数等の数値目標だけでなく施設利用の満足度・充実度といった視点

を大事にしてほしい」といった御意見を頂きました。 

「スポーツの振興」では、「部活動の地域移行や学校再編計画を

踏まえて、地域バランスに配慮しながら必要な施設整備を図ってい

くことが要求される。今後はより一層地域の声に耳を傾けながら取

り組む必要がある」などの御意見を頂きました。 

「未来を拓く力を育む学校教育」では、教育環境の充実として、

「特別に配慮が必要な子どもたちへの支援だけではなく、外国人児

童生徒に対応する支援もますます必要となっていく。日立で育つ子

どもたちには皆平等な支援をお願いしたい」などの御意見を頂きま

した。 

「生きがいや喜びを見出す生涯学習」では、職業探検少年団に関

して、「興味のある親子だけの参加になってしまいがちであり、ひ

たちらしい職業を残していくためにも、地域の持続的な向上のため

にも、指導者側が学校に出向いたりすることについて、検討してほ

しい」との御意見がございました。 

「健康と活力を生み出すスポーツ」では、「代表的スポーツを池

の川アリーナで実施できることは、プロを身近で感じられる大変貴

重なイベントであるので、引き続き、試合誘致の機会創出の継続・

拡大をお願いしたい」などの御意見を頂きました。 

続いて、報告書全体に対する御意見です。 

まず、星委員からは、「市内の小中学校の授業を参観する機会が

あった。小学校では電子黒板に映し出された課題、図形、質問など

を子どもたちが真剣な眼差しで見つめ、教師の淀みない発問が続く

活気にあふれた授業であった。これからＩＣＴがどのように活用さ

れていくか楽しみである」、また、「子どもたちを取り巻く状況の変

化は、同時に教育関係者の柔軟な発想や強い実行力が必要とされ

る。新たな視点で見つめ強い気持ちで実践していく姿勢は、ますま



 

す大事になる」との御意見を頂きました。 

次に、小野瀬委員からは、「学校と地域をつなぐ地域コーディネ

ーターの育成及び支援が重要で、この機会に地域と学校が一体とな

って連携していくことが大事である」、また、「このような時代でも、

将来を担う人材である日立市で育つ子どもたちには、生活や教育格

差がなくなっていくように願わずにはいられない」との御意見を頂

きました。 

最後に、福地委員からは、「グローバル化が急速に進む中で英語

教育、ＩＣＴスキルの習得は必須となっている。学校だけでなく異

文化と接する機会を増やし、楽しみながら文化の違いを理解する場

を提供していただきたい」、また、「教員が子どもたちに向き合う時

間を多く作れるように、業務の効率化、人員の補助を早急にお願い

したい」との御意見を頂きました。 

今回、点検評価委員から頂きました御意見を踏まえ、今後の事業

にフィードバックしながら、引き続き、本市の教育行政の推進に努

めていきたいと考えております。 

 

委 員 内部評価も外部評価も、妥当な評価で、委員の意見の中には、共

感する部分、そのとおりだというところが多いです。今年も良かっ

たと思います。 

確かな学力の育成について、学校教育の中では、一番重要な部分

の一つだろうと思います。やはり、きちんと学力を保証するという

ことなのですが、本市の場合、特に、ここ数年重視しているのは、

１時間完結型の授業で、ゴールから逆算して、指導過程を辿ってい

くということを重視してきたわけですが、まだ、課題の中にそのこ

とが上がっているので、学校現場等の受け止め方に差があるのか、

実態はどうなのかをお伺いしたいです。まだ定着していないという

ことであるならば、今後、どのように対策を打ち出していくのかと

いうこともお伺いしたいです。 

また、委員が地域と学校の連携の大切さについて、述べられてい

て、本当に同感です。理念としては分かるのですが、具体的にはど

ういうことがあるのか、どのような連携をしていったら良いのか、

考えていることがあれば、お伺いしたいです。地域コーディネータ

ーを中心として、地域ボランティアが取組をやっていくことになる

と思うのですが、先生方に負担は掛けられないので、もし、具体的

にアイデアがあれば、お伺いしたいです。 

 

指 導 課 長 確かな学力の育成について、ここ数年、１時間完結型授業、ゴー

ルから考える授業づくりというキーワードで、学校に指導してまい

りました。学校では、指導案にもそういうキーワードが入っている

など、ある程度定着しているのではないかと考えているのですが、

２点ほど、課題がありますので、記載しております。 



 

まず、若手教員が増えており、市内には毎年４０人ずつ新規採用

の先生が入り、３年たつと、約１,０００人の先生方のうち１割は

若手の先生方になってきますので、継続して、これからも指導して

いきたいと考えております。 

また、タブレットや電子黒板、デジタル教科書など、ＩＣＴ機器

を使った授業づくりは、１時間完結型授業の中ではどういう形が良

いのか、ゴールから考える授業づくりの中ではどういう形が良いの

かというところも含めて、継続して取り組んでいきたいと考えてお

ります。 

 

委 員 若手教員は異動があるので、他市から来た先生方には、なかなか

すぐには浸透しないということなのでしょうか。 

学校の中でも、研修会等の折に、日立市はそのような形で進んで

いるということについて、教務主任、先生方からの指導を期待する

しかないと思います。学校でしっかり受け止めて、学校の中でどれ

だけ実践できるか、機会を捉えて指導していっていただければと思

います。更に期待をしていきたいと思っています。やはり、１時間

の授業でしっかり狙いを達成するということが学力につながって

いくのだろうと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 

生涯学習課長 生涯学習課では、地域コーディネーターの育成のために、研修会

の開催などをして、人材育成に努めているところでございます。た

だ、委員のおっしゃった具体的な内容については、学校、地域によ

って、いろいろな実情がございまして、それぞれの状況や地域の特

色、地域らしさなどもあり、どこの地域も同じ内容ということは難

しいと思います。今、まだ、地域コーディネーターの配置が決まっ

ていない学校運営協議会などもございまして、指導主事などを派遣

して指導しているところでございますので、地域らしさや学校の現

状などを踏まえながら、今後、対応していきたいと思っております。 

 

委 員 やはり、それぞれの地域ならではのことがありますので、具体的

なことはなかなか難しいのでしょうけれども、生涯学習課で進めて

いるものをきちんとコーディネーターの方に理解していただいて、

独自のいろいろなアイデアを出していただくということに期待す

るしかないでしょうか。 

例えば、かつて、元気っ子体験村というのをやっていた名残のあ

るところがあるのですが、そういうものも一つの形なのではないか

という気がします。それは、全員参加ではなく、参加できる子ども

たちだけでの活動になってしまいますが、そのようなことをもう少

し具体的な形で示していただければと思います。いずれにしても、

地域コーディネーターの方に対する啓発活動、指導をよろしくお願

いします。 



 

 

委 員 地域コーディネーターについて、質問させていただきます。 

先日、市町村教育委員会の研究協議会という会議に参加させてい

ただきまして、グループディスカッションがあったのですけれど

も、コミュニティスクールを積極的に推進しているところは比較的

少なくて、様子を見ているようなところがありました。理由を聞く

と、学校の評価までやるのかと心配されているところや、学校評議

員制度等でもう十分なのではないかというところがありました。東

京都北区や松戸市、藤沢市、宮崎市、松江市の方とそういった話を

してきたのですが、ＣＳマイスターや県の方が指導してくれる制度

等があるようなので、そういった研修が日立市でも行われてきてい

るのか、具体的にどういう研修をやっているのか、お聞かせいただ

ければと思います。 

 

生涯学習課長 今年度、研修会を３回ほど連続で行うところなのですが、先生を

お呼びしての講演会を開催する予定になっております。 

 

教 育 長 今年度、お呼びしている先生は、まさにＣＳマイスターの方です。

実際に自分で学校運営協議会を立ち上げて、地域学校教育活動もや

っている方で、具体的な実践家でもあるので、良いお話が聞けるの

ではないかということです。東京都三鷹市の方ですが、以前には、

日高小学校の学校運営協議会委員も務められており、日立市でも、

御活躍いただいているところでございます。 

毎年、ＣＳマイスターの方をお招きし、地域のコミュニティの代

表や学校の代表の方を対象に、研修会を開催しているところでござ

います。 

 

委 員 かつて、教育委員会で三鷹市に視察に行ったことがあります。玉

川大学と三鷹市の小・中学校の連携が非常に先進的だということ

で、玉川大学の学生がボランティアで学校に入って、子どもたちと

ともにいろいろな活動をしたり、補助的に指導をしたり、教育実習

もやっているようで、日立市も茨城キリスト教大学の教育実習を受

け入れており、そういう形に近いことが行われていることから、視

察に行きました。  

また、数年前に、文科省の研修会で、三鷹市の学校と地域の連携

についての発表があり、お話を伺う機会があったのですが、やはり、

先進的にやっていて、地域の方が本当に積極的に動いて、Ｔ２など、

学校の補助的な活動にもどんどん入っていっているというすばら

しい取組をやっているということでした。なかなか理想的な姿であ

ると感じました。日立市がどれだけそれに近づいていけるか、それ

をどれだけ真似できるかということはなかなか難しいところがあ

るのではないかとは思いましたが、そういう姿を理想とするという



 

ことで、それが地域と学校の連携の一つの姿だろうと思っていま

す。 

 

教 育 長 

 

 

それでは、議案第４５号について、可決することでよろしいでし

ょうか。 

 

全 委 員 

 

異議なし。 

 

教 育 長 議案第４５号については、原案可決と決しました。 

 

 

議 案 第４６号 専決処分について（令和５年度教育委員会９月補正予算の提案に

ついて） 

教 育 長 

 

次に、議案第４６号について、総務課長から説明をお願いします。 

 

総 務 課 長 

 

令和５年度９月補正予算について、教育委員会を開催するいとま

がなかったことから、９月２７日付けで専決処分をしたものです。 

歳入歳出予算です。 

歳入につきましては、１億８，６４６万６千円を増額し、補正後

の額を２１億１５０万８千円とするものです。 

歳出につきましては、１億９，０１１万８千円を増額し、８１億

８，２４９万５千円とするものです。 

９月補正予算の内訳について、歳入歳出予算です。 

Ｎｏ.１、事業名等「緊急通学対策経費」、３２６万２千円の増額

です。台風１３号の影響により、通学に利用していた県道が通行止

めになったことに伴い、児童・生徒の通学手段を確保するための経

費です。内容は、県道日立山方線通行止めのため、中里小中学校ス

クールバスが常磐自動車道を経由するルートで運行するための経

費、そして、県道十王里美線通行止めのため、高原地区の児童・生

徒のうち、保護者による送迎が困難な世帯に対し、タクシーで送迎

するための経費となります。 

Ｎｏ.２、事業名等「小学校災害復旧事業費」、９，５５８万１千

円は、被災した小学校の土地及び工作物の復旧工事等に要する経費

です。内容は、河原子小学校の擁壁復旧、水木小学校の法
の り

面復旧及

び山部小学校の法面復旧に要する詳細設計等及び工事に要するも

のです。 

Ｎｏ.３、４は、その関連歳入として、国庫負担金４，１１６万

６千円、市債５，４２０万円を計上しております。 

Ｎｏ.５、事業名等「中学校災害復旧事業費」、１，９４２万２千

円は、被災した平沢中学校の土地の復旧工事等に要する経費で、内

容は、法面復旧に要する詳細設計及び工事に要するものです。 



 

Ｎｏ.６、７は、その関連歳入として、国庫負担金９５０万円、

市債９８０万円を計上しております。 

Ｎｏ.８、事業名等「社会体育施設災害復旧事業費」、７，１８５

万３千円は、被災したスポーツ広場等の復旧工事による経費です。

内容は、河原子北浜スポーツ広場の崖補修・四阿
あ ず ま や

復旧、滑川市民広

場のグラウンド及び駐車場復旧、高鈴少年広場のフェンス及び進入

路復旧の工事に要するものです。 

Ｎｏ.９は、その関連歳入として、市債７，１８０万円を計上し

ております。 

地方債補正につきましては、それぞれの歳出予算の増額に合わせ

まして、財源の確保を行うものです。 

 

教 育 長 

 

 

それでは、議案第４６号について、可決することでよろしいでし

ょうか。 

 

全 委 員 

 

異議なし。 

 

教 育 長 議案第４６号については、原案可決と決しました。 

 

 

４  そ の 他  

 (1) 令和５年第３回市議会定例会について 

教 育 長 

 

 

続いて、その他に移ります。 

その他(1)について、御質問や御意見はございますか。 

 

全 委 員 

 

特にありません。 

 

 

(2) 令和６年度日立市立幼稚園等の園児募集について 

教 育 長 

 

次に、その他(2)について、子ども施設課長から説明をお願いし

ます。 

 

子ども施設課長 

 

初めに、来年４月の入園募集を行う市立幼稚園等についてです

が、来年度は４園での募集となります。  

募集人数は、４歳児につきましては、櫛形幼稚園及び大沼幼稚園

が３０人、みやた認定こども園及びはなやま認定こども園が１４

人、５歳児につきましては、各園若干名の募集となります。 

田尻幼稚園については、今年度、在園児が５歳児３人のみで、新

入園児がおりませんでしたので、来年度の募集は行わず、休園とす

る予定でございます。 



 

幼稚園におきましては、市立幼稚園、私立幼稚園ともに、少子化

の進展及び保護者の働き方の変化に伴い、利用者が急激に減少し、

供給過剰の状況となっております。そのため、２年連続で新入園児

が１０人未満となった市立幼稚園につきましては、整理統合を図っ

ているところでございます。 

その一方、保育園への入園希望者は増えております。保護者の就

労などを理由とした保育ニーズは高まっており、この傾向は今後も

続くものと考えております。 

募集方法につきましては、今年度は１０月３日から各園で入園願

書を配布し、１１月１日及び２日に入園を希望する園へ願書を提出

していただくこととしております。  

月額保育料につきましては、令和元年１０月から実施されている

幼児教育、保育の無償化により、無料となっております。 

 

委 員 園児を募集する幼稚園、認定こども園が４園ということで、本当

に減ってきましたが、田尻幼稚園は休園ということでよろしいの

か、保育園、保育所が増えていくのは当然の流れではあるのですが、

幼稚園、認定こども園の今後の方向性について、考えていることが

あれば、お聞きしたいです。 

また、幼稚園職員の方々の行き場が心配なのですが、どのように

考えているのか、お伺いできればと思っています。よろしくお願い

します。 

 

子ども施設課長 

 

今後の方向性でございますが、今のところ、田尻幼稚園は休園と

いう形でして、その後、廃園となる見込みです。 

また、お勤めになっている先生方については、ほかの園に異動し

ていただくか、例えば、市役所内で、配属できる課所があるかどう

かを検討しまして、お辞めになっていただくことのないように、勤

め先を確保したいと考えております。 

 

 

(3) その他 

教 育 長 

 

そのほか、案件はありますか。 

 

生涯学習課長 第２３回青少年のための科学の祭典日立大会が、令和５年１０月

２９日日曜日の午前９時３０分から午後３時３０分まで、日立シビ

ックセンターにて開催されます。 

青少年のための科学の祭典は、平成４年に、国の委託大会として、

東京、大阪などから始まって、全国全ての都道府県を一巡し、茨城

大会というものが平成１２年に日立市で開催されました。県庁所在

地の都市での開催が通常でしたが、茨城大会につきましては、工都



 

日立での開催となったということです。当時、２日間の会期中に１

万８,０００人ほどの方が来場され、この大会以降、県内各地で科

学の祭典の自主大会の輪が広がって、今年度につきましては、日立

市を含め、茨城県内では４か所で開催をするものでございます。  

日立大会につきましては、令和２年度はｗｅｂで開催、３年度は

コロナのために中止ということでしたが、昨年度は３,３６７人の

来場がございまして、今回で２３回目の開催となります。 

内容に関しましては、自由に遊べる実験、工作などのコーナーが

全部で５０ブースほどあって、参加体験ができます。 

ひたちｋｉｄｓプログラミングコンテスト２０２３は、今回初め

ての企画になります。小学生対象のプログラミング部門と小・中学

生対象のマイクロビット部門について、事前応募の作品から上位５

人が大会当日に自ら作品のプレゼンテーションを行い、最終審査が

実施されるものです。なお、プログラミング部門の最優秀作品に輝

いた方は、全国大会、上位大会である小学生のコンテスト、    

Ｔｅｃｈ Ｋｉｄｓ Ｇｒａｎｄ Ｐｒｉｘ ２０２３の関東エリア

予選３次審査に無条件で進出することができるものです。 

また、令和元年から、毎年、実施してきているのですが、科学研

究作品展は、小・中学生が夏休みの自由研究作品のうち、日立市科

学研究作品展で金賞や銀賞に入賞した作品を展示し、ミニプレゼン

テーションなどを行うものです。 

是非、御来場いただければと思います。 

 

記念図書館長 １０月２９日に開催いたします文学教養講座について、御説明い

たします。 

文学教養講座は、１０月２７日から１１月９日の読書週間に合わ

せまして、読書への関心を高め、図書館の利用促進を目的としまし

て、日立市出身の作家等を講師としてお招きし、令和元年度から開

催しているものでございます。 

昨年は、十王町出身の児童文学作家、佐々木ひとみさんをお招き

し、開催いたしました。  

第５回である今年は、小木津町出身の薬膳料理家、宮澤孝子さん

を講師にお招きし、「母が紡ぐ和の薬膳～郷土料理は次世代へ繋ぐ

宝物～」をテーマに御講演いただきます。 

御自身の生い立ちから薬膳料理家になるまでの半生、料理のレシ

ピを記した著書「母が紡ぐ和の薬膳」に込めた思い、そして、   

２０２２年にグルマン世界料理本大賞自然食部門で２位を受賞す

るまでのこと、さらに、子どもたちに伝えたいことなどを中心にお

話しいただきます。 

日時と場所は、１０月２９日日曜日、午後２時から３時３０分ま

で、多賀図書館４階の大ホールで開催いたします。 

定員は、先着５０人で、市報９月２０日号に掲載しまして、本日、



 

以 上 

９月２８日から受付を開始しております。なお、本日の午前中には、

１０人ほどの申込みがあったところです。 

 

 

５ 次回の教育委員会の日程について 

教 育 長 

 

 

総 務 課 長 

 

 

 次回の教育委員会定例会の日程について、総務課長からお願いし

ます。 

 

令和５年１０月２６日（木）午後１時３０分から、日立市役所３

階３０４・３０５号会議室で開催予定です。 

 

 

６  閉  会  

教 育 長 

 

以上をもちまして、教育委員会９月定例会を終了いたします。 

 

 


